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SIマネージャーによる

SIシステム設定マニュアル

【マスターステーションの設定】
（１）ドライバのインストール

（２）PC側の COMポート設定

【SIマネージャーのインストール】

【SIマネージャーの初期設定】

【大会設定】

【ステーションの準備・設定】
（１）マスターステーションの設定

（２）SIステーションの設定

【SIカードデータの読み込み設定】

【SIカードデータの読み込み】

【その他：SIシステム機材の基本操作】
（１）マスターステーション

（２）SIステーション

（３）SIカード

（４）オフカード

（５）スティック
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【マスターステーションの接続】
各ＴＸに配置する「SI ステーション」の設定や、「SI カード」のデータ読み出しは、全

て PCに接続した「マスターステーション」を使って行います。

マスターステーションは USBで PCに接続します。

（１）ドライバのインストール
マスターステーションを PC に接続すると、接続ウイザードが開始されます。ダウンロ

ードたドライバを指定してインストールします。（通常の PC接続装置と同様です）

※画像は Windows XPのものです

（２）PC側の COMポート設定
接続されたマスターステーションの COM ポートを設定します。この後「SI マネージャ

ー」の初期設定を同じ値で設定します。

①ポート番号の確認（同じ PCでも接続する度に変わる場合があります）

コントロールパネルより、「SPORTident USB to UART Bridge Controller」の「COM」番

号を確認する。（COM ● ）と表示されています。
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②ポート設定

「SPORTident USB to UART Bridge Controller」のプロパティを選択し、各項目を設定し

ます。「ポート設定」タグを開き、通信速度（一番上の項目）を設定します。

あまり速すぎるとエラーとなることがあります。いろいろ試した結果「38400 ﾋﾞｯﾄ/秒」

がよさそうです。

他の項目はそのままでかまいません。

PC側の確認項目値

・ポート番号 ： ＣＯＭ ●

・ﾋﾞｯﾄ/秒 ： 38400
・ﾃﾞｰﾀ ﾋﾞｯﾄ ： 8
・ﾊﾟﾘﾃｨ ： なし

・ｽﾄｯﾌﾟ ﾋﾞｯﾄ ： 1
・ﾌﾛｰ制御 ： なし

【SIマネージャーのインストール】
セットアップ画面に従ってインストールして下さい。特に難しい内容はありません。

インストール画面 ソフト起動画面
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【SIマネージャーの初期設定】
ソフトを起動し、まず PC側のポート設定と同じ値をソフト側に設定します。

[Setting]－[Serial port]を選択して設定画面を出し、PC側の確認項目と同じ値を設定し

ます。

ソフト側の設定値 PC側の確認項目値

・Port ● ・ポート番号 ： COM ●

・Baud rate 38400 ← ・ﾋﾞｯﾄ/秒 ： 38400
・Data bits 8 ← ・ﾃﾞｰﾀ ﾋﾞｯﾄ ： 8
・Parity None ← ・ﾊﾟﾘﾃｨ ： なし

・Stop bits 1 ・ｽﾄｯﾌﾟ ﾋﾞｯﾄ ： 1
・Protocol None ・ﾌﾛｰ制御 ： なし

→

[重要項目]

● PC側のポート設定で、通信速度は「38400 ﾋﾞｯﾄ/秒」とする。

● PC 側の COM ポート番号は、接続する度に変わる場合があります。毎回確認し

て、SIマネージャーの Port番号をそれにあわせること。
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【大会設定】
大会内容（大会イベント）を設定します。SIステーションも、ここで設定します。

[Event]－[New]からイベント名を設定します。

・「Description」：大会名(任意)

・「Date」 ：大会日 この時間で、集計ソフト「ARDF_SI」と

・「Zero time」 ：基準時間 集計タイムを同期させます（12時間制）

※このデータは SI マネージャーをインストールしたフォルダ内に「SIWK****」という

フォルダで保存されます。

「Zero time(基準時間)」とは？

SIステーションの内部時計は 24時間制ですが、SIカード(タイプ 5)は、12時
間制の時間でしか記録できません。そのため 午後 12時 を跨ぐ競技では、正常

に時刻が記録できません。

そこで「Zero time(基準時間)」を設定し、その時刻を「00:00:00」として相対的

な時刻が SIカードに記録されます。

(例) Zero time＝ 08:00:00 に設定した場合

実際の時刻 SIカードに記録される時刻

08:00:00 → 00:00:00
10:34:56 → 02:34:56
13:12:34 → 05:12:34

そのデータを ARDF集計ソフト「ARDF SI 」で読み込んだ際、実際の時刻へと

戻して集計します。そのため「ARDF SI 」の設定項目にも「基準時間」があり

そこに同じ時刻を設定しておくことで時刻を同期させます。
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【ステーションの準備・設定】
各 TXやスタート、フィニッシュに配置する「SIステーション」の設定を「マスタース

テーション」を介して行います。

その際「SI ステーション」と「マスターステーション」の接続に「スティック」（両ス

テーションの読み取り穴を貫通させるフェライト棒）を用います。

ステーションとその機能

マスターステーション ・PCに USBにて接続し操作する

・SIステーションの設定

・SIカードデータの読み出し

SIステーション ・密封構造(防水)でスティックを介してマスターステー

ションと接続して設定を行う

・クリア、チェック、TX、フィニッシュ等に使用する

・電源 offには「オフカード」を使用

[SI station]－[Prepare]－[Training mode]で ステーションの設定画面を出します。

主 な 表 示 内 容

表示上部 SI Station マスターステーションの情報

表示中部 Batteries バッテリ情報（あまりあてにならない？）

表示下部 Parameters 「Current contents」(右側)：読み込んだ設定内容

「To be writen」 (左側)：書き込み設定内容
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主 な 操 作 ボ タ ン （右側の欄外エリア）

Master Master ：SIステーションの操作

/ Directly 切替え Directly：マスターステーションの操作

Writen To be written の設定内容を書き込む

Read 設定内容を読み込み Current contents に表示

Turn off SIステーションの電源 off (オフカードでも可)

（１）マスターステーションの設定

「Directly」で操作する

特に設定の必要はありませんが、以下のものを確認して下さい。

・「Current time」(時刻)・・・・PCの時刻が書き込まれます

・「Task」・・・・・・・・・・ Read SI card
・「Code no.」・・・・・・・・ 30以下の数(任意)
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（２）SIステーションの設定

「Master」で操作する

SI ステーション本体は同じモノですが、設定を変えることでそれぞれの機能を持たせ

ます。（既にテプラで表示してある機能となっているか、要確認！！）

使用場所 機能 Task Code no.

クリア Clear(completely) １

スタート

チェック Check ２

各 TX TX Control 31(TX1)～ 35(TX5),36(ビーコン)

フィニッシュ フィニッシュ Finish ３～

【SIカードデータの読み込み設定】
あらかじめ、SI カードを読み込む毎にデータをファイルに追加更新していくように設

定しておきます。それによってできた生データ( csvファイル)を集計ソフト「ARDF SI」
に読み込んで集計します。（読み込みと同時に集計が完了します）

①[SI card]－[Read] でカード読み出し画面を出します。
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③「Time format」を「HH.MM.SS」とします

●● 重要！！●●

この formatを間違えると、正常

に集計されません。今まで最も多

かったトラブルです。

④データファイル設定：[SPORTident]－[Computing options]で設定画面を出します。

・Date：競技年月日が表示されています

・Zero time：基準時間が表示されています

・「Write SI cards into file automatically」に

チェックを入れる

(これにより、SIカードを読み込む毎に

データをファイルに追加更新する)

・File：SIの生データとなるファイル名が表示されます

ボックス後ろの[...]をクリックすると設定画面が出ます
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・「File format」は「Character seperated columns(CSV)」を選択します

「Delimiter」 は「Comma」を選択します

「String Delimiter」は「 " 」 を選択します

・「File」はフォルダ名込みでファイル名を設定します

【SIカードデータの読み込み】
フィニッシュした選手から回収した SI カードのデータを読み込んでいきます。それと

同時にそのデータは前述のファイル(CSVファイル)に追加上書きされていきます。

①[SI card]－[Read] でカード読み出し画面を出します。

②回収した SI カードをマスターステーションに差し込んで読み込んでいきます。読み込

みは、LEDと「ピッ」という音で確認できます。
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③ SI カードからデータを読み込む毎に、設定したファイルにデータが書き出されていき

ます。（そのファイルはエクセル等でそのまま確認することができます）

④そのデータを集計ソフト「ARDF SI 」で読み込んで集計完了です！
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【その他：SI機材の基本操作】
（１）マスターステーション
・「SIカード」からのデータ読み出しと、「SIステーション」の設定に使用します。

・USBケーブルで PCと接続して行います。

（２）SIステーション
・各 TXでのチェックなどに使用します。

穴に SI カード差し込むことでチェックされ、記録が SI カードに記録されます。

防水で多少の雨でもそのまま使えます。

※各ステーションにはシールが貼ってありますが、設定を変えることでどのＴＸでも、

また他の用途にも変更できます。

・TX以外では以下のことに使用します。

クリア ：呼び出し地点でのＳＩカードの初期化する。

チェック ：クリアの後に行う、ＳＩカードのチェックする。

フィニッシュ：ゴール地点でのゴールタイムの記録する。

・電源 ON-OFFのスイッチはありません。

ON：ＳＩカードを差し込むことで電源が入ります

OFF：「オフカード」を差し込むことで電源が切れます。

・各種設定は｢スティック｣を使用して｢マスターステーション｣と接続し、PC によって行

います。

（３）SIカード
・各ステーションに差し込んだときの情報が記録されます。

・競技使用後は選手の汗でゴムベルトが汚れます。そのまままとめてバケツ等の中で軽く

水洗いして干せばＯＫです。（ゴムベルトを外して洗う等の手間は不要です）

（４）オフカード
・「SIステーション」や「マスターステーション」の電源を切るときに使います。

・「オフカード」を差し込むことで電源が切れます。

（５）スティック
・「SIステーション」と「マスターステーション」の接続に使用します。

・「マスターステーション」の上に「SI ステーション」を重ね、「スティック」で穴を貫

通させます。


